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キラウエア火山一その5一

須藤茂(地殻熱部)
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キラウエア･カルデラ底見学

本誌6･8･10･11月号に掲載されたキラウエア火山

の紹介に加乏キラウエア･カルデラ内の様子を補足説

明することにする･既に述べであるように公園内には

よく整備された歩道がいくつかついている.ここでは

ボルケイノ･ハウスからHa1emaumauTrai1を通って

ノ･レマウマウ火口に至りByronLedgeTrai1を戻る

周遊コｰスを紹介する(第1図)｡約11km程の道のり

なので半目から1目かかるがこのコｰスでは玄武岩噴

火の様々た興味深い現象を見ることができる.前にも

紹介したがこのコｰスを通して案内板はあるカミ飲食

物を提供する施設は一切ない･ゴミが落ちていること

もほとんどない.

見学に先立ってキラウエアについて教示願った一色直記小

野晃司両氏ならびに粗稿を読んで頂いた松久幸敬曽屋龍典

三村弘二の各氏に感謝する､

ボルケイノ･ノ･ウスの北側からカルデラの底へ下りる

道がある.この道の両側には樹木が生い繁り大きな

シダも生えていて熱帯雨林的な様相でありカルデラと

言えば岩肌だけを連想する身には意外である.新しい

溶岩流の上に最初に育つ植物はアマウマウとオヒァだと

言われている.アマウマウは長さ1m以上の大きな葉

を拡げているシダの一種である.オヒアはきれいな赤

い花をつけているのでよく目立つ喬木である.これは

伝説によれば美しい女性が変身したものだそうでその

花を摘むと雨が降ると言われている.この辺はオヒア

の花など摘まなくても雨の多い所で年間降水量は2300

mm以上ある.一方これから訪れるハレマウマウ付近

ではその半分しか雨は降らない｡わずか3km程度し

か離れていない両地点で降水量がこのように違うのは

前にも述べた年間を通して吹いている北東貿易風の影響

である.

このカルデラの北東部は複雑にブロック化して落ち込

んでいるので火口側と反対側に面した屋もありブロ

ックの間の凹みを通ることもある.途中の道に直径2
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m種もある溶岩のかけらカミコロゴロ転が

っている所カミある.その付近のカノレデ

ラ壁はほぼ垂直でまだ崩壊は続いてい

るらしく露頭は比較的新鮮である.

楯状火山の断面がよく見える.日本の

多くの成層火山のそれと異なりその大

部分が溶岩で占められていて遠目では

降下火砕物はほとんど見えない.また

級密な溶岩の何枚かは厚さの変化が激し

いものもありこれらは調穐性の貫入岩

体がもしれない.カノレデラ底へ下りる

直前に四阿屋カミありここからは首を痛

めるようにしてカノレデラ壁を見上げるこ

とに狂る.壁の上には柵のついた小さ

な展望所があるカミこの辺の壁は1975年

の大地震でかなり崩落した･壁の上の

様子は後で見ることにしよう.

第2図キラウエア･カルデラ底の1974年溶岩にできたプレッシャｰ･リッジ後方

のカルデラ壁は複雑にブロソク化しておりこの上にボルケイノ･ハウスがあ

る

高度差にして約140m下りて立つカルデラ底は1974年

溶岩のできたてのフロアである.ところどころケルン

カミ積んであるが少し歩道から離れるとまだ誰にも踏ま

れていない溶岩流の表面の殻をサクサクと破りながら歩

くわけであり実に気分が良い(コｰスをはずれてはいけな

いP!).溶岩は薄いパホイホイであり所々にプレッシ

ャｰ･リッジ(第2図)や小さなtube(第3図)が見られ

る.パホイホイ溶岩は流動性が大きいため遠くから

見るとその表面は非常に滑らかである.しかし手で触

れる程度に近づいた時は話は別でもし素手で溶岩の表

面を強くこすればケガをするだろう.近寄って溶岩の

表面を見ると溶岩カミまだ流動性を持っていた時に揮発

性成分が膨張してできた無数の穴とさらにそれが引き

伸ばされた時にできた鋭いトゲに気付くだろう.

この74年溶岩の表面の割れ目には白色一オレンジ色の

昇華物が付着している.これは溶岩中のガスから晶出

したものである･一方降雨カミあると溶岩の表面から激

しく蒸気が立ち上る.ただしこれが溶岩の熱によるも

のかより深所のマグマに由来する熱のためかは筆者に

はわからない.

道はやカミて!885年溶岩の上に出る.これはキラウエ

ア･カルデラ底では最も古い溶岩でありこのように古

い(キラウエア山頂地域ではの話)溶岩流は表面の発泡し

てガサガサした部分カミとれてしまったために縄状溶岩

の模様はかえって鮮かに見える.いわゆるtumu1us

(溶岩流の内部の圧力によって表面の固結した殻が盛りあがっ

たもの)が良く見えるのもこの辺である.本誌の!1月

号の口絵に掲載したものはMAcD0NALDの教科書に載っ

ているのと同じものらしい.高さは約5mほどで表面

には亀の平らのような多角形の割れ目がある.上に登

るとキラウエア･カルデラの360｡の展望が楽しめる.

第3図キラウエア･カルデラ底の1974年溶岩の小さな溶岩トンネル

蒸気がかかっている

降雨直後なので

周囲を見てます気の付くことはカ

ルデラ壁の高さが一様ではないことで

ある.北から東にかけては最も高く

見事た崖が見えるが南から酉にかけて

は低く特に南西の方向はほとんど崖

らしいものが見えない.どうしてだ

ろうか.これは陥没以前の楯状火山

の頂上とカルデラの中心とが一致しな

かったためと思われる.しかし詳し

く地形を検討してみるとまだ問題点

カミ残る.つまり現在のカノレデラの周

囲の斜面をカルデラの内側にまで延長

してカルデラ形成以前の地形を復元し�
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みると1つの理想的な対称形の楯状火山カミできないの

である.つまりカルデラ形成以前のキラウエアはいく

つかのピｰクを持った複合楯状火山であったらしい.

そのピｰクの1つは現在のキラウエア･イキの近くに

もう1つは旺γO.の近くにあったという.

もし見通しカミ臭い目たら乱γO.の右下のカルデラ壁

に口wekahuna1ako1ithが見える(第1図).これはキ

ラウエア･カルデラ壁では最大級のラコリスで幅295

m厚さ25mある.このラコリスは避入した後がん

らん石の沈降などの分化作用カミ起こりキラウエアでは

最も組成変化の幅カミ大きい岩体である.

第4図は1885年溶岩の割れ目の中に1954年溶岩がたれ

込んだ様子を示したものである.地質時代

テン"の噴出活動の際噴出口の近くにはスパッタｰや

あふれ出る溶岩流によって高まり(｡｡㎜p｡｡t)ができる.

また噴出活動が終わると火口近くのまだ流動性を持った

溶岩は火口に入り地中に戻ってしまう(drainback).

その結果土手の列と急な崖牽もった凹みの並びができ

るのである.長さ約400m程のあまり長い割れ目ではな

いカミほぼ直線の割れ目の上に立では“火のカｰテン"

を造り出した噴火の様子も頭に浮かぼうというものであ

る(第6図).この割れ目の東の延長方向に丁度キラウ

エア･イキがある.土手や割れ目の急斜面についたス

パッタｰにはまだ高温で流動性を持っていた時に重力

により下方に垂れ下がったためにできた1avasta1actite

にこのような現象がおこり後々我々がその

断面の上部のみを見せられるといかにもそ

こカミ噴出口であったかのように誤解しやすい

ので要注意である一ある日本の地質学者に

よれば“これが噴出口だ"と人が言う露頭を

見たらまず疑った方が良いとのことである.

つまりそのよう放露頭の多くは溶岩が下

から供給された出口ではなく凹地に溶岩カミ

たれ込んだ所だからである.

再び新鮮な1954年溶岩に上りしばらく進む

と道は高さ約5m程の高まりの列の前に出る

(第5図).割れ目噴出口からの“火のカｰ

第5図1954年の割れ目噴火でできたスパッタｰ･ランパｰト

第4図1885年溶岩の割れ目に流入した1954年溶岩

第6図1954年溶岩の噴火口スバッタｰの表面は赤編色のことが多い�
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(溶岩鐘乳石)も見られる.一般に火口近くでは放出

されたスパッタｰは着地後もまだ流動性を持っているた

めに溶結することがある.例えば大島の三原山の火口

の傍ではピッチリつぶれてくっついたスパッタｰが見ら

れる.このキラウエアの1954年のスパッタｰにも同様

の現象を期待して見たが少なくとも表面近くではス

パッタｰ相互の間にはか狂りのスキ間があった･溶

結するためには熱だけでなく自重もかなり必要狂のだろ

うか.

この1954年溶岩の一部を覆う1975年溶岩は前に述べ

たカラパナの大地震によるショックで噴出したという.

地震発生の約30分後にはキラウエアの山頂付近で地震や

火山性脈動が生じ地震後44分に噴火が始まったのであ

る.噴出活動はカノレデラ底にできた2つの割れ目と

その延長方向のハレマウマウ火口の壁の途中の割れ目と

から起こった(第18図).この噴火はわずか1目の

短命なものであり当時のH.V.0､の所長Ti11ingらによ

れば噴出量が少たかったことや溶岩の粘性が比較的大

きかったことなどから考えるとこのマグマは自分の浮

力で地下深所から上昇したのではなく地表付近に溜っ

ていたものが地震が引き金になって噴出したのだという.

ここからrampartを横切りうまく踏み跡をたどらな

いとハレマウマウ火口の縁の亀裂帯に入り込んでしまう

から要注意である.｢Danger｣の標式の後の火口壁の

手前数mの所には大きな亀裂があり素晴らしくも恐ろ

しい所である(第7図).火口見物のためには駐車場の

方角に進んで柵のある展望所へ行った方が良い.足元

には今まで見てきた溶岩地帯では目にしなかった直径

1m程度までの綾密な角レキが転がっている.これら

は1924年の大爆発で吹き飛ばされたものである(第1図)｡

水蒸気一マグマ爆発によって吹き飛ばされた噴石の中に

は重さ十数トンに達するものもあったという.またこ

の1924年の噴火の際レキに当たったカメラマンか死亡し

た･これはキラウエア山頂地域における最近の唯一の

火山災害による死者であり彼は不幸にもH.V.O.の警

告を無視してノ･レマウマウに近づいたとのことである.

一方この噴火によって地表では滅多に見られない種類の

岩石カミ地下から提供された､最も多い岩石はオリビ

ン･ソレアイト玄武岩であるが他にピクライト玄武岩

やはんれい岩などカミ見られる.それらは溶岩湖の中で

徐冷したためにオリビンが濃集したり石基の結晶が

よく発達した岩石などである.

ノ･レマウマウ火口はその縁に立ってしまうと眺めに

くいものである(第8図)･1924年の爆発で火口の径は約

400mから800mと倍に拡げられてしまったしその噴火

直後は410mの深さカミあった火口底もその後の活動で

上昇と沈降を繰り返し現在は85mとなっている｡直

径が深さのおよそ10倍であるから底の浅いたらいを見

ているようなものである.一時(1967年)火口底は深さ

40mまで上昇したという.その時の溶岩の面の跡カミ火

口壁の中程に見える(第8図).1840年からの80年間で

火口からあふれ出た溶岩によってカルデラ底は60mも高

められた.しかし1919年以来溶岩カミノ･レマウマウ火口

からカルデラ底にあふれ出たことはない･最近ペレｰ

は元気カミない.

ところでキラウエア･カルデラの中にノ･レマウマウ入

籍7図ハレマウマウ火口の縁の割れ目と1924年噴火の放出物

灘

｡灘

灘蝋..出ヨ謂㌔'､･'灘圭萎嚢鰯､,灘一鱗鱗咄蝿咀一

第8図ハレマウマウ火口上方よりマウナ･ロア

垂直に黒く見えるのは74年噴火割れ目の一部

､吉､辞珪鞘灘,議灘韓

キラウエア･カルデラ聖火口壁1967年溶岩の面の跡

右手火口壁下都から1975年溶岩の一部が少量噴出Lた

曲一1灘一甜

火口底は1974年溶岩左手火口壁中に

右手スカイラインにH.V.O.が見える�
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口が位置している現在の状態はいつ頃から続いているの

であろうか.19世紀の初めにキラウエアを訪れた白人

達の描いた絵を見ると現在の様子とはだいぶ違ってい

る.カルデラは現在より深くカルデラ底にはいくつ

かの凹みや小丘があるのである.ハレマウマウカミキラ

ウエア･カルデラ底唯一のピット･クレイタｰとしての

地位を確立したのは1905年のことであった･以後はキ

ラウエア山頂地域の噴火の中心はこのハレマウマウであ

りカルデラ底はハレマウマウを山頂とするごくゆる

い傾斜の火山地形を作っている･それ故1971および74

年溶岩はカルデラ底の東の隅の低地を埋めるように分布

したのである.

さてノ･レマウマウは1924年以降だけで17回もの噴火を

繰り返してきた.それらの活動期間は短かいもので1

目以内長いのは251目も続いた｡その活動の度にノ･

レマウマウの様子は刻々と変化した.その都度写真入

りの報告が出されるので観光ガイドブックの写真の中

にはかなり古いものを使っているものがあることなどが

推定できる､

火口見物の後真東の方向にByronLedgeTrai1をた

どることにする.左手には1954年の活動でできたスパ

ッタｰ･ランパｰトが見え(口絵参照)右手にはケアナ

ガコイ･クレイタｰ付近の割れ目から1971･74年溶岩カミ

カノレデラ壁を滝となって流下したところがよく見える.

滝の表面は陽光が反射すると明るすぎて写真撮映には良

くない.ついで狂がらこのKeanakakoi(adzcave)と

いう名は昔ここが石斧の採石加工場であったためにつ

けられたものである･その石はtachy1iteと呼ばれる

ガラス質の玄武岩である.Tachy1iteは岩脈や溶岩流

の急冷周縁部によく見られる･ただこのクレイタｰ底

は1877年溶岩に覆われさらにその上に1974年溶岩がの

ってしまったので今ではその石を見ることはできない･

道は1954年溶岩を離れ再び1885年溶岩に入る.この

辺は割れ目が多いが歩くのに支障カミある程ではたい.

噴出後100年近くたったこの溶岩の上にはkupukupuと

いう名の草や赤い花をつけた小さなオヒアの木も生えて

いる.

カルデラ壁にとりつく前にまた1974年溶岩の上を横切

らなければならない･この溶岩はカルデラ底の5分の

1を覆った.この辺は溶岩が多角形のブロックにたっ

て互いに少しづつずれているので歩きづらく所々に

rdanger｣の標式がある･74年溶岩を渡り切る所には

段差ができていてカノレデラ側が落ち込んでいる.この

溶岩の最上面は噴出活動が最高頂に達した時の溶岩の高

さを示している･噴出活動が終わるとまだ流動性を

持っている溶岩は噴火割れ目に流入してしまう(d･｡in

b｡｡k)ので溶岩の水位は低下し現在の状態におちつき

縁辺部には段差ができる.このような現象はノ･レマウ

マウの1974年溶岩(第8図)やキラウエア･イキの1959年

溶岩などでも見られることである.この段差を越える

とByronLedgeへの登りである.このByronとかWa-

1dronとかの原地語でない地名はいずれも19世紀のは

じめにここを訪れた探険家達の名前である.ついでな

がら山頂地域に名前を残したよそ者にハレマウマウ

Kaaueaとラコリスで有名たUwekahma(第1図)があ

る.ζれらはカウアイ島からペレｰを殺しにやってき

た祈薦師達の名前である.彼らは他の3人も含めて全､

貝ペレｰの返り討ちにあってしまった｡ハレマウマウ

は“シダの家"の意であり名カミ体を表していない.

昔のノ･レマウマウは先程通ってきたボルケイノ･ハウス

の下のあたりの地名でありその後場所も意味も変わっ

てしまったのだという.

さてカルデラ壁の小道を登っていくと足元はザラザラ

した軽いレキだらけに放ってくる.これは4-5(本

誌10月号)で紹介したキラウエア･イキの1959年の溶岩

噴泉活動の産物である･激しく発泡した黒一黒緑色の

海綿状の噴出物はハワイではレティキュライト(retiCu-

1it･)と呼ばれている.火山ガラス中の揮発性成分が等

方的に発泡すると球形の空胞ができる･より発泡が強

くたると空胞同志は球形ではなく互いに薄いガラス板で

隔てられた多角体と在る｡そのためこのような噴出物

をthreadracescoriaと呼ぶこともある.比重はO.3

以下の“地球で最も軽い石"である(口絵参照).この

第9図1975年11月の地震でカルデラの周囲の道路にできた割れ

目写真の右がカルデラ壁この道路は崩落のため車両

の通行が不能とな二た�
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策10図Stea血ingB1uff数多くある割れ目のうちここだけには

柵がある写真右手は高さ約ユ20mの垂直な崖となってカ

ルデラ底に落ち込んでいる

レキの外殻には薄い黒光りするきれいなガラスがついて

いることがある.形の良いものは“ペレｰの涙"とし

て有名である(口絵参照).球形の他にアレイ状尾の

ついたものなど形は様々である.ただし“涙"とは言

っても内部も全て表面と同様に級密たガラスで満たされ

ているわけではない､内部のガラスはきれいな外殻を

持たないレキと同様に発泡して穴だらけであることカミ多

い･また繊維状に細長く伸びたガラスは“ペレｰの毛"

と呼ばれている.これは遠方に流されることが多く

はるか風下の岩の割れ目荏とに保存されることがある

(口絵参照).

しばらく林の中を歩くと右手に1959年のキラウエア･

イキ噴火でできた小丘PuuPuaiが見えやカミて左にキ

ラウエア右にキラウエア･イキカミ見えるByronLedge

でも最も狭い部分に出る.探険家LordBYR0Nは現在

のキラウエアをKilaueanui(largeKi1auea)と呼んで

いた.ここからはWa1dronLedgeTrai1に出ればボ

ルケイノ･ハウスに戻れる･途中WaldronLedge展

望所でキラウエア･カルデラ底の自分で歩いてきたコｰ

スの全貌を振りかえることができる.特に真下に見え

る1974年溶岩の表面には多角形の割れ目(柱状節理の上面)

もまだ生々しく見える.近くでは黒色に見える溶岩も

遠方から傭圓敢すると暗桃灰色に輝いている.またこの

辺の自動車道路には1975年11月の大地震でできた亀裂カミ

不気味に開いているのを見ることもできる(第9図).

またカルデラの中を見たら外側の噴気活動地帯を見物

するのも良いだろう.それらぽ公園のビジタｰ･セン

タｰやボノレケイノ･ハウスの西方約1km程のところに

ある.

SteamingB1uffはカルデラの壁に沿った多くの割れ

目から蒸気が噴き出しているものでボルケイノり･ウ

スからも蒸気が北東貿易風に流されてカルデラの側へ

たなびいているのがよく見える.第ユ0図に示したあた

りはカルデラの壁の高さが最も高い所であるにもかかわ

らず柵などなく実に恐ろしい所である.この付近には

割れ目が至るところにありボルケイノ･ハウスの近く

からも弱い蒸気カミ噴き出ている｡かつてはこれらの蒸

気から水を得たりポテトを料理したりバススチｰム

として利用していた.バススチｰムは割れ目の上に木

の箱を作りその上面に首から上を出せるように穴をあ

げて利用していたという.蒸気の量と温度はほとんど

変化しないらしい.ところがある時ボルケイノ･ノ･ウ

スの支配人がこのバススチｰムに入ったがな晋かいつ

もより熱かった･しばらくはガマンして入っていたカミ

だんだん熱くたってきてどうにもならず飛び出してしま

った.その目のうちにノ･レマウマウが噴火したという.

Su1furBank(第11図)はSteamingB1uffの北東側に

ある文字通りイオウの附着した土手である.

ここでは噴出するガスの測定がハワイ大学

狂どの研究者によって在されている.噴出

口はもちろんカルデラに沿った環状割れ目

である.ノ'レマウマウ火口南の1971と74

年にできた割れ目からもイオウを含んだガ

スが激しく噴出しているカミそちらは危険

であり近ずかない方が良いとのことである.

キラウエア山頂地域では以上の様に噴気活

動は見られるが温泉の湧出は認められな

い.これは断裂カミ多過ぎる事と岩石が

よく発泡しているために地下浅所には温

泉水の貯溜層ができ狂いためであると考え

られている.

第11図SulfurBank�


